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ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
、
決
し
て
目
新
し
い
話
で

は
な
い
。
古
代
五
輪
で
は
、
八
百
長
疑
惑
に
よ
っ
て
罰
金
を
科
せ
ら

れ
そ
う
に
な
っ
た
ア
テ
ネ
が
、
紀
元
前
三
三
二
年
の
大
会
不
参
加
を

ち
ら
つ
か
せ
て
抵
抗
し
た
（
結
局
罰
金
を
払
っ
た
）。
一
九
三
六
年

ナ
チ
ス
政
権
下
で
開
催
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
五
輪
に
は
、
米
国
な
ど
が

当
初
参
加
を
見
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
。

　

あ
る
程
度
の
世
代
以
上
の
記
憶
に
強
く
残
る
の
は
、
や
は
り

一
九
八
〇
年
の
モ
ス
ク
ワ
五
輪
だ
ろ
う
。
前
年
に
起
き
た
ソ
連
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
を
非
難
す
る
米
国
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
呼
び
か

け
、
日
本
や
西
ド
イ
ツ
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
な
ど
が
応
じ
た
。
こ
れ

は
、
四
年
後
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
で
の
ソ
連
な
ど
に
よ
る
報
復
ボ

イ
コ
ッ
ト
の
連
鎖
を
招
き
、
政
治
に
翻
弄
さ
れ
る
五
輪
の
実
態
を
如

実
に
示
し
た
。

　

モ
ス
ク
ワ
五
輪
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
状
況
は
、
間
も
な
く
始
ま
る
北
京

朝
日
新
聞
欧
州
総
局
長

国
末
憲
人

中
国
国
内
の
人
権
問
題
な
ど
を
理
由
に
米
国
が
呼
び
か
け
た

二
〇
二
二
年
北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
外
交
ボ
イ
コ
ッ
ト
。

積
極
的
な
イ
ギ
リ
ス
、
慎
重
な
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
、

中
国
と
経
済
的
結
び
つ
き
を
強
め
る
旧
東
欧
諸
国
の
一
部
と
、

欧
州
各
国
の
思
惑
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
る
。

く
に
す
え　

の
り
と　
一
九
八
七
年
パ
リ
第
二

大
学
新
聞
研
究
所
を
中
退
し
、
朝
日
新
聞
社

に
入
社
。
パ
リ
支
局
長
、
論
説
委
員
、
Ｇ
Ｌ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
編
集
長
を
務
め
る
。
著
書
に
『
イ
ラ

ク
戦
争
の
深
淵
』『
サ
ル
コ
ジ
』『
ミ
シ
ュ
ラ
ン 

三
つ
星
と
世
界
戦
略
』『
巨
大
「
実
験
国
家
」

Ｅ
Ｕ
は
生
き
残
れ
る
の
か
？
』『
ユ
ネ
ス
コ
「
無

形
文
化
遺
産
」』『
テ
ロ
リ
ス
ト
の
誕
生
』な
ど
。

北
京
冬
季
五
輪
外
交
ボ
イ
コ
ッ
ト
欧
州
の
思
惑

ブ
ダ
ペ
ス
ト
・
コ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
大
学
で
の
中
国

関
連
イ
ベ
ン
ト
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
中
国
は
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
連
携
を
強
め
る
（
撮
影
・
筆
者
）
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冬
季
五
輪
で
の
「
外
交
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
と
重
な
る
面
が
少
な
く
な
い
。

モ
ス
ク
ワ
の
場
合
、
ソ
連
の
振
る
舞
い
を
改
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
公

式
の
狙
い
と
と
も
に
、
当
時
の
米
大
統
領
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
が
再

選
に
向
け
て
演
じ
た
芝
居
の
側
面
が
色
濃
か
っ
た
。
今
回
も
、
中
国

に
対
す
る
圧
力
で
あ
る
と
同
時
に
、
米
バ
イ
デ
ン
政
権
に
よ
る
中
間

選
挙
向
け
国
内
ア
ピ
ー
ル
の
側
面
も
否
定
し
が
た
い
。
五
輪
を
舞
台

に
示
さ
れ
る
「
国
家
の
威
信
」
は
、
国
外
向
け
で
あ
る
と
同
時
に
、

国
内
向
け
で
も
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
内
政
事
情
も
含
め
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
持
つ
意
味
と
そ

の
影
響
を
、
今
回
対
応
が
割
れ
た
欧
州
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。

ア
ジ
ア
傾
斜
を
演
出
す
る
英
国

　

米
バ
イ
デ
ン
政
権
が
、
北
京
冬
季
五
輪
に
対
し
て
政
府
関
係
者

を
派
遣
し
な
い
「
外
交
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
を
正
式
に
表
明
し
た
の
は
、

二
〇
二
一
年
一
二
月
六
日
だ
っ
た
。
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の
少

数
民
族
弾
圧
な
ど
、
中
国
の
人
権
問
題
に
抗
議
す
る
た
め
だ
と
説
明

さ
れ
た
。

　

間
も
な
く
、
英
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
賛
同
を
表
明
し
た
。
英

豪
は
モ
ス
ク
ワ
五
輪
で
、
米
国
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
要
請
に
も
か
か
わ
ら

ず
参
加
を
選
択
し
、カ
ー
タ
ー
政
権
の
影
響
力
低
下
を
印
象
づ
け
た
。

し
か
し
、今
回
は
状
況
が
大
き
く
異
な
る
。
米
英
豪
三
ヵ
国
は
九
月
、

対
中
政
策
で
の
協
力
を
念
頭
に
し
た
安
全
保
障
の
枠
組
み
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｓ
を
発
足
さ
せ
て
お
り
、何
よ
り
結
束
ぶ
り
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。

　

ボ
イ
コ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
は
、
米
国
に
と
っ
て
ど
の
国
が
忠
実
か

を
見
定
め
る
踏
み
絵
で
あ
る
。
英
豪
は
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
た
。
英
国
は
ま
た
、
関
係
の
深
い
香
港
で
市
民
の
自
由
と
民
主
主

義
が
大
き
く
後
退
し
た
こ
と
に
対
し
、
国
際
世
論
を
喚
起
さ
せ
た
い

意
識
も
抱
い
て
い
た
。

　

ボ
イ
コ
ッ
ト
賛
同
に
象
徴
さ
れ
る
米
国
と
の
緊
密
な
関
係
維
持

や
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
へ
の
積
極
的
な
関
与
の
姿
勢
は
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
」を
掲
げ
る
英
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が
国
民
に
向
か
っ

て
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
要
素
で
も
あ
っ
た
。
英
国
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
の
離
脱
か
残
留
か
を
め
ぐ
っ
て
国
論
が
真
っ
二
つ
に
割
れ
、
社

会
に
大
き
な
傷
を
負
っ
た
。
二
〇
年
一
月
に
離
脱
を
敢
行
し
た
ジ
ョ

ン
ソ
ン
政
権
は
、
英
国
に
と
っ
て
Ｅ
Ｕ
以
上
に
重
要
な
存
在
が
欧
州

の
外
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
れ
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

英
国
は
よ
り
大
き
な
利
益
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
必
要
に
迫
ら
れ

た
。
五
輪
を
め
ぐ
る
米
国
と
の
連
携
強
化
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
実

現
さ
せ
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

パ
リ
五
輪
を
控
え
た
フ
ラ
ン
ス
の
立
場

　

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
は
微
妙
だ
っ
た
。
米
国
の
呼
び
か
け
に
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対
し
、
国
民
教
育
相
ジ
ャ
ン
＝
ミ
シ
ェ
ル
・
ブ
ラ
ン
ケ
ー
ル
が
拒
否

す
る
姿
勢
を
明
示
す
る
一
方
、
外
相
ジ
ャ
ン
＝
イ
ヴ
・
ル
ド
リ
ア
ン

は
「
Ｅ
Ｕ
共
通
の
対
応
を
取
る
」
と
述
べ
て
留
保
す
る
態
度
を
見
せ
、

閣
内
の
不
統
一
ぶ
り
を
露
呈
さ
せ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
が
中
国
を
脅
威
と
受
け
止
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
顕

著
な
例
は
、
太
平
洋
の
仏
領
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
で
あ
る
。
先
住
民

族
の
独
立
運
動
が
続
き
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
に
は
三
度
目
の
住
民

投
票
が
実
施
さ
れ
て
独
立
反
対
が
多
数
を
占
め
た
も
の
の
、
中
国
に

よ
る
独
立
派
支
援
の
噂
が
絶
え
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
は
二
一
年
、
米
英

な
ど
の
軍
艦
派
遣
と
連
動
し
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
海
軍
を
派
遣

し
、
日
本
周
辺
海
域
で
監
視
活
動
に
携
わ
ら
せ
た
が
、
背
景
に
は

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
問
題
も
作
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
フ
ラ
ン
ス
は
二
四
年
に
パ
リ
五
輪
を
控
え
て
お
り
、
中
国

側
か
ら
報
復
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
仕
掛
け
ら
れ
る
の
は
避
け
た
か
っ
た
。

米
英
に
同
調
し
て
強
硬
な
態
度
を
取
っ
て
目
立
つ
よ
り
も
、
Ｅ
Ｕ
で

歩
調
を
合
わ
せ
る
方
が
、
現
実
的
だ
っ
た
。
外
相
の
発
言
は
、
そ
の

よ
う
な
慎
重
な
姿
勢
を
反
映
し
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
、
一
二
月
一
三
日
に
開
か
れ
た
Ｅ
Ｕ
外
相
理
事
会
、
こ

れ
に
続
く
一
六
日
の
欧
州
理
事
会
（
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
）
で
は
、
Ｅ
Ｕ

共
通
の
方
針
に
つ
い
て
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
中

国
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
立
場
は
、
一
致
に
は
程
遠
か
っ
た
の
で

あ
る
。

親
中
国
と
反
中
国
の
両
極
端
で

　

フ
ラ
ン
ス
以
上
に
中
国
寄
り
の
立
場
を
取
っ
て
き
た
の
は
ド
イ
ツ

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
中
国
は
、
米
国
と
並
ん
で
ト
ッ
プ
を
争

う
貿
易
相
手
国
で
あ
り
、
前
首
相
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル
と
中
国
の

元
首
相
温
家
宝
と
の
親
密
な
関
係
で
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ

は
中
国
に
対
し
て
、
敵
対
勢
力
と
緊
密
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
自
由
化
や
民
主
化
を
促
す
「
接
近
に
よ
る
変
化
」
政
策
を
掲
げ
て

き
た
。
こ
の
方
針
は
冷
戦
期
、
西
ド
イ
ツ
の
対
東
ド
イ
ツ
、
対
東
欧

政
策
と
し
て
始
ま
り
、
一
九
八
九
年
の
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
後

は
旧
共
産
圏
の
民
主
化
支
援
、
さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
や
中
国
の
取
り
込

み
政
策
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
や
中
国
に
対
し
て
効

果
は
薄
い
と
わ
か
っ
て
き
た
も
の
の
、
政
界
や
財
界
に
は
い
ま
だ
に

固
執
す
る
人
が
少
な
く
な
い
。

　

加
え
て
イ
タ
リ
ア
や
ギ
リ
シ
ャ
は
、
中
国
マ
ネ
ー
の
恩
恵
を
期
待

し
て
「
一
帯
一
路
」
構
想
に
加
わ
っ
て
い
る
。
対
立
は
避
け
た
い
と

こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
積
極
的
に
中
国
志
向
を
強
め
る
の
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
あ

る
。
強
権
政
治
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｕ
や
他
の
加
盟
国

と
鋭
く
対
立
す
る
オ
ル
バ
ン
政
権
は
、
ロ
シ
ア
や
ト
ル
コ
と
い
っ
た
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権
威
主
義
政
権
か
ら
の
投
資
を
期
待
し
て
お
り
、
中
国
も
そ
の
対
象

で
あ
る
。「
一
帯
一
路
」
構
想
に
基
づ
い
て
中
国
の
銀
行
か
ら
の
融

資
で
ま
か
な
わ
れ
る
ブ
ダ
ペ
ス
ト—

ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
間
高
速
鉄
道

建
設
、Ｅ
Ｕ
内
初
の
中
国
系
大
学
と
し
て
の
復
旦
大
学
ブ
ダ
ペ
ス
ト
・

キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
な
ど
の
事
業
が
進
む
。

　

こ
れ
と
は
逆
に
、
中
国
に
対
し
て
批
判
を
強
め
て
い
る
の
が
リ
ト

ア
ニ
ア
で
あ
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
は
二
〇
一
二
年
、
中
国
と
中
東
欧
な

ど
一
六
ヵ
国
と
の
経
済
協
力
の
枠
組
み
「
16
＋
１
」
に
参
加
し
た
も

の
の
、
中
国
の
強
圧
的
な
態
度
に
反
発
し
て
離
脱
し
、
逆
に
台
湾
と

の
関
係
を
築
き
始
め
た
。
中
国
は
外
交
官
の
事
実
上
の
追
放
や
輸
入

停
止
で
応
じ
、
関
係
は
冷
却
化
し
て
い
る
。
今
回
も
、
リ
ト
ア
ニ
ア

側
は
五
輪
の
外
交
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
い
ち
早
く
賛
同
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
は
対
極
的
な
立
場
を
示
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
事
情
か
ら
、
欧
州
各
国
に
は
こ
の
よ
う
な
足
並

み
の
乱
れ
が
目
立
つ
。
た
だ
、
Ｅ
Ｕ
で
外
交
政
策
に
関
す
る
権
限
は

基
本
的
に
加
盟
国
に
あ
る
以
上
、
あ
る
程
度
の
不
一
致
は
事
前
に
予

想
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

ル
ー
ル
と
秩
序
の
あ
り
か
を
示
す

　

二
〇
一
八
年
に
ロ
シ
ア
で
開
か
れ
た
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
（
Ｗ
杯
）
で
、
英
国
は
王
族
や
閣
僚
の
出
席
を
見
合
わ
せ
る
措
置

を
取
っ
た
。
そ
の
直
前
、
英
国
に
暮
ら
し
て
い
た
元
ロ
シ
ア
情
報
機

関
員
が
神
経
剤
ノ
ビ
チ
ョ
ク
で
襲
わ
れ
る
暗
殺
未
遂
事
件
が
起
き
、

ロ
シ
ア
当
局
の
関
与
が
疑
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
外

交
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
呼
応
し
た
の
は
一
部
の
国
に
限
ら
れ
、
広
が
り
を

持
た
な
か
っ
た
。

　

北
京
冬
季
五
輪
の
場
合
は
、
英
国
を
含
め
た
欧
州
の
か
な
り
の
国

が
外
交
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
賛
同
す
る
見
通
し
で
あ
り
、
ま
た
距
離
を
置

く
国
の
多
く
も
派
遣
す
る
代
表
の
格
下
げ
を
検
討
し
た
。
そ
れ
は
、

中
国
と
世
界
に
対
し
て
、
あ
る
程
度
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
機
能
す

る
と
推
測
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
中
国
が
突
然
人
権
を
重
視
し
始

め
る
な
ど
と
は
、
と
う
て
い
期
待
で
き
な
い
。「
だ
か
ら
ボ
イ
コ
ッ

ト
に
は
意
味
が
な
い
」
と
の
言
説
も
う
か
が
え
る
。
た
だ
、
人
権
や

民
主
主
義
の
尊
重
、
国
際
法
の
順
守
と
い
っ
た
従
来
の
原
則
を
自
国

に
都
合
よ
く
ね
じ
曲
げ
よ
う
と
す
る
中
国
や
ロ
シ
ア
に
対
し
、
ル
ー

ル
や
国
際
秩
序
の
あ
り
か
を
し
っ
か
り
示
し
、
警
告
を
地
道
に
発
し

続
け
る
営
み
は
、
や
は
り
重
要
だ
ろ
う
。

　

軍
事
力
に
よ
る
示
威
活
動
や
経
済
制
裁
に
比
べ
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
、象
徴
的
な
効
果
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
あ
る
。

た
だ
、
ま
さ
に
そ
の
象
徴
的
な
側
面
こ
そ
、
政
治
の
世
界
で
は
時
に

決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
●




